
わたなべのりこ

渡辺典子さん講師

若年性認知症の人の受入事例
事例発表 15時～

「働く（はたらく）」
～サードプレイスとしての居場所～

講演 14時～

若年性認知症と診断されても、働き続けられることは大切です。
「働く＝賃金労働」だけではない、“その人なりのはたらき方”を
考えながら活動された実践を参考に、障害福祉や介護保険等の専
門職が制度を超えて一緒に考える研修会を開催します。

若年性認知症の人と共に、働く（はたらく）
を支えるために考え、実践した方法とは？

「働く（はたらく）」を
支える新たな取り組み

若 年 性 認 知 症 の 人 の

広島市西区民文化センター大会議室A
※ 定員 会場80人 オンライン80人

2024年11月8日(金)14時～16時

若年性認知症支援ネットワーク研修
無料

主催 広島県若年性認知症サポートルーム
TEL 082-298-1034 FAX 082-250-0504

訪問介護員として高齢者の介護分野
の仕事を始め、スウェーデンにて2
年間、認知症介護の現場で勤務。
帰国後は、介護事業所にてグループ
ホームや小規模多機能サービスなど
を立ち上げ、現場でケアマネジャー
などに従事。2013年から現法人の
就労継続支援B型にて若年性認知症
の方の働く場を実践。2020年から
川崎市の委託を受け「若年性認知症
支援コーディネーター」として相談
業務を兼任。現在に至る。
2024年10月からは「若年性認知症
地域支援推進員」として就任予定。

神奈川県 川崎市
特定非営利活動法人マイWay 理事
社会福祉士∕介護福祉士/介護支援専
門員

参加申込は、グーグルフォームまたはfax(裏面)により申込ください

〇小規模多機能アイリーフ八幡の里
管理者 香川 友樹 さん

〇就労継続支援B型事業所 みんなで育てる有機野菜
副管理者 草田 優希 さん



FAX送信票
082-250-0504

「働く(はたらく)を支える新たな取り組み
広島県若年性認知症支援ネットワーク研修参加申込書

締切:令和6年10月31日（木）
必要事項をご記入のうえ、グーグルフォームまたはFAXにてお申込みください。

https://forms.gle/Q3DSHE9TKG1TrwMf9
ご連絡が難しい場合は、下記の問合せ先へお電話でお申込みください。

【問合せ先】
広島県若年性認知症サポートルーム 若年性認知症支援コーディネーター 木田・仁井
〒732-0816 広島県広島市南区比治山本町12-2 TEL082-298-1034 FAX082-250-0504

jakunen@htc.or.jp

※ 広島県若年性認知症サポートルームは、公益社団法人 広島県社会福祉士会が広島県から委託を受けて運営しています

当日の連絡先
(電話番号)

職種所属団体ふりがな
氏 名 メールアドレス参加方法（現地 ・ オンライン）

参加方法（現地 ・ オンライン）

参加方法（現地 ・ オンライン）

参加方法（現地 ・ オンライン）

参加方法（現地 ・ オンライン）

参加方法（現地 ・ オンライン）

※ オンライン参加の方は、メールアドレス間違い防止のため、グーグルフォームからの申込に
ご協力ください。

※ 参加方法は、「現地・オンライン」のいずれかに○をしてください。
※ 当日のプログラム変更等にそなえ、当日連絡が可能な連絡先を必ずご記入ください。


